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　　ρhemical　compositions　of　w盤ite　clay（A）

3nd　chrlstobalite　clay（B）are　as　follows：

　　　　　　　　　　　（A）　　　　（B）
　　　Sio2　　　　　　　　　43．83　　　　　　　91．31

　　　A1203　　　　　　37．71　　　　　　2．58

　　　Tio碧　　　　　　　　3．01　　　　　　　2．16

　　　、Fe203　　　　　　　　　　0。35　　　　　　　　　　0．17

　　　MgO　　　　　　　　血　　　　　　　　n．

　　　CaO　　　　　　　　　　　　O．31　　　　　　　　　　0．23

　　　H20（＋）　　14．10　　1
　　　H2曾（一）　・．56　13・84
　　　SO3　　　　　　　　　　0。83　　　　　　　　　n．

　　　Tota1　　　　　　99．61　　　　　100．39
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kα01inite　and　christobalite。
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要　　旨

　1）　本鉱山は現在稼行されていない0

　2）鉱床は鹿見島縣揖宿郡指宿町大字東方字溜湯にあ

り，指宿線二月田駅の西方直距1・5【ゾ2・Okmの地域であ

る。二：月田駅から山元山麓までは貨物自動車を通ずる。

　3）鉱床は所謂「指宿カルデラ」の内にあつて，複輝暮

安山岩又は安山岩質凝次岩が侭温の熱水作用を蒙つて。

カオリナイトを主成分とする白色粘土に変化しているσ

．この白色粘土の他に梢々鉄分に窟んだ淡紅乃至褐色の粘’

土があり，前者は陶磁器原料として，後者は耐火煉瓦原，

料として使用する事が出来る。

　4）　白色粘土暦中にも，鉄分を梢々多量含有する粘土

が不規則な形で存在している場合があり，稼行する場含

に選鉱が面倒であろう。

　5）現在微弱の硫化水素臭を有する水蒸気を噴出して

いる地域があるが，この地域にはクリストバル石を主成1

分とする粘土が存在している場合がある。

　6）原土をそのま』水簸した試験結果によると精鉱の

実牧率は20’》30％である0

　7）　200目箭通過の試料に対して，超晋波による破石卒

試験が行われた結果，凝集している結晶を分離する事は

出来たが，これを乾燥する時に再び凝集するので，予期
　　　　　　　　　　　　　　　　イ　ロ
の如き威果は牧め得られなかつた貸超晋波による破碑試

験及び赤外線による乾燥試験の研究は今後も続行する予

定である0

8）鉱量は陶磁器・用原料として確定鉱量180，000t，耐

火煉瓦原料としては1，000方tの桁に達するであろう。

　9）本報告書は陶磁器用原料としての白粘土の調査結

果を記載したものである。．
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1．緒　看
　鹿兇島縣指宿粘土は徳川時代零り薩摩焼の原料として

少量使用されていたのであるが，余り世人の津目を惹か

ず最近まで殆んど放置されていたと云つても邊言ではな

いo

　粘土探掘権を所有する岩崎産業株式会融は最近に至

り，陶磁器用良質カオリソの不足に養目し，この開発に

着手する第一手段として昭和鍛年東京工業大学に該鉱

山の調査を依頼した。工大では直ちにこれの調査を行

い，品質は優良であるが鉱量は露出不良の爲算出』し難い．

との結論に達した。

　依て窯業原料協議会はこの結論に基き，昭和25年鉱
F
量
決
定 を主とした調査を本所に依頼して来た。

　筆者はこれに．鷹1じて1月2蔓日より2月27日に至る35

日澗，浜地忠男，種村光郎と共に現地に出張し，1：2，500

地形図を作成して，組織的にバソド・オーガーに依る探

鉱を行い，嚢に東京工大に於て陶磁用として使用し得ら

れると認めた程度の粘土の

賦存範囲を決定し鉱量の算

定を行つた。

・一調査の主目的が早急開発

の爲の鉱量計算にある関係・

上，確定鉱量の算出には特

に留意し，或る部分に於て

はむしろ内輪に見積つてあ

る事を附言しておく。

　本報告書を記するに当り

野外調査及び室内実験に対

し種々の御援助を頂いた東

京工業六学山内俊毒教授●，

．河島千尋勲授・素末洋一助♪

教授・岩井津一学士・旭硝子

鶴見研究所吉木文李所長に

深甚の謝意を表する◎

2．位置及び交通

鹿見島縣揖宿郡指宿町大
　ヒガシカタ　ヌリ
字東方字温湯に在り，

指宿線コ月田駅の西方直距

1．5阿2。Okmの地域であ

る〇二：月臼駅から鉱山の山

麓までほ季地で狡いな参ら

．も自動車の通過し得る程度

の道路が発達して居り㌧交

通は便利であるが山麓より

山元までは僅かに裡道の発達が見られるのみであつてシ

鉱床開発の折は自動車道路を設ける必要湖ある。

現在は，山元より山麓までは人力叉は馬背によつて蓮

搬し，山麓より二：月田駅のrつ北の宮ケ浜駅（コ月田駅

では調査当時貨物扱を行つていなかつたQ）までは馬車蓮

搬を行つている。山麓より宮ケ浜駅までは道路に沿つて

約3．5kmで，馬車は1・5t積1往復400円で1日3往

復をなすと云う。

3．地　形
当地は「指宿カルデラ』内の一部であつて，附近には

伯火口爾名残である池田湖弛底・鰻池及び山川灘等がお

る。鉱床賦存地附近の山岳は肚年期の地貌を呈していて・

標高50阿230mである6山腹は概して急傾斜を示して

おり，小漢洗の発蓬が見られるのみで流水量は少い・

4．、地質及び鉱床

本鉱山を中心とした8km×12km、の円周の外側にば

　　　　　　　　　　　　至蕨駅＼　7　’レ

　　　　　　　　　　　　，／○呼∵烈

第1圖　 位置交通及ぴ地倉質略圖
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甜方輝石安山岩・角閃安山岩・石英安山岩等1）の露出があ

り，安山岩類は金鉱脈を胚胎しているが，本鉱山地域附［

近には殆んど火山岩類の露出は見られず地表は総て表

土・火山友及び軽石暦等によつて被覆されている。尤も

鉱区内に於ても局部的には複輝石安山岩（叉は凝次岩）の

露出を認められるが，大部分はカオリソ化作用を蒙つで

おり，多くの場合白色粘土に変化してしまつている。白

色粘土には珪化作用を蒙るかジ或は末だ原岩の構造を残

して梢々硬質のものと，全く粘土化してしまつた軟質の

ものの2種類がある◎更にこれらの中に・鉄分に富んだも

のと乏しいものの2種類があり，両者は不規則に入り混

つているる白色粘土は，』複輝石安山岩叉は同岩質の凝友

岩が浅熱水作用を蒙つた結果生成されたものと認められ・

るo

”
1
．
地
　
質

　区域の南西隅島津に於ける表土よ．り白色粘土に至る暦

序を上部から示すと，次の如く表土帯・火山友帯及び粘

土帯の3帯に大別する事が出来る。

　表土帯…．・一表　F土　　　　　　2m

火山友精の厚さは所により著しい差異がおり，多くの

場合嶺の頂で最も厚く，山腹叉は谷底に於ては薄いか或

は全くこれを欠いている事が多い2）。

粘土幣は火山次帯に被覆されているか，或は直接表土

帯に被われているのが常である。粘土帯の上部には多く

の場合前記の如く鉄分に富む黄褐色・褐色・友黒色乃至潴

色の粘土層が発達しており，その下部に鉄分の少い白粘

土が存在している。但し鉄分の多ヤ・粘土の暦厚も場所に

よつて非常ば異り，0《略m＋である。

・2．鑛1　床

　白色粘土暦はその最上部に硬箕のものがあり，その下

に硬質粘土の小塊を含む軟質粘土が発達しているのが常

であつて，上部の硬質部の厚さは小谷及び小烏帽子で3

mに達しているo小谷から北西方に分岐している小漢

1）鮮新世乃至中新世の噴出に係る邑のξ云われている。

2）　地質断面圖には表キ帯及び火山灰糟を合せて表土とし丁表現して

　あるo

谷に沿つても，カォリナイト化した白色の安山岩類が露

出しており，これは谷底から10m下方まで確実に連続

しているoこの安山岩類については，小倉東洋陶器の山

田義雄氏が研究して，葉鱗石を含有していると報告して

いるo
　下部の軟質白粘土の厚さはハyド・オβガーの最大下

降能力が10m程度である関係で，確認する事は出来な

かつたが，大体2）皿1）以上あるものと予想される。叉

軟質白粘土の中にも，稽々鉄分の多い部分が不規則な形

．態を呈Lて混つ．ている場合が多く，稼行する場合に白粘

土の隼産能率を低下せしめる一つの原因となるであろ

うo

　添付地質図に示した如く，白粘土の分布範囲と微弱な

硫化水素臭を有する蒸気を噴出する区域2）とは一部重な

り合つていて3），両者は北東一南西あ方向に長く延び

ている。常時蒸気を噴出している噴気縮裂とも云うべき

ものはNo．コ22一（1）7Nα122，No．91，No．92一（4），一

No．・80一（4）及びNα80より尾根に沿つた20m下

方の地点に存在していて，これらは略々北東一南西方．

向の直線上に排列している。この直線の延長方向は略々

白色粘土賦存区域の延長方向，換言すれば同区域内に発

達している谷の方向と一致している。更にこg直線の逆

の延長方向を見ると，南酉方に進むに從つて谷は浅くな

つてはいるが，島津と湯郷の中聞でに尾根の鞍部を通過

しているoこの事実は遇去に於てカオリナイト化g原因

となつた（現在に於ても，その原因となつ七いるかも分

らない）熱水が・現在の谷叉は鞍部で代表されている地

殻の弱線に漕つて，上昇して来た事を暗示するものであ

ろう。

　白色粘土の予想及び推定範囲の地下深部に於ける断面

の形態は実際は複難な境界を示すものであろうけれど

も，か』る予想に基いて概念的に書くとすれば，添付断

面図に示す如く表現し得るo

　島津方面では徳川時代より大並初期にかけて優秀な白

粘土を探掘した事実があるにも拘らず，現在は鉄分の多

い緒色粘土が観察されるだけである。尤もこの賭色粘土．

の中には1×1cm2程度の小塊状叉は不規則な脈1伏に良

質の白色粘土（化学成分の章の旧島津と云うのはこれで

ある）瀦混つているが，これだけを経済的に操掘するの

は不可能である。こ玉で一番問題となるのは，島津方面一

に於てこの鉄分の多い粘土暦の下部に白色粘土麿が存在

するか否かであるσ島津の緒色粘土は粘性が極めて強く

1）ハンド●オーガPで確認レた白色款質粘土の最大暦厚はNo．31の

　9．5n1で・ある0

2）常時噴出していなくても・欝に酌蒸氣を噴出する圃藪含参

　てある0
3）重な現合つている所で1ホ，クPストバル石が多セ’o
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て，ハンド・オーガーの下降が非常に困難であつて，存

否を確認する事が出来なかつたo　No．122の結果を見る

と競色粘土暦の下部に白色粘土暦が存在しているので，

島津方面の下部にも白色粘土暦が存在するのではないが

と予想するのも困難でなく，叉存在するとすれば姥色粘

土中の白粘土の如く品質優良のものであろうと，予想す

るのも無理ではない◎

　次回調査の折は，この方面に堅坑を掘墾して探鉱を行

う嘩きである。

　3。鑛床各論
　a，小谷谷の南側に23mの距離を距てて2個所，・

露天掘を行つた跡がある。谷より山腹に向つて採掘した

爲に，調査当時は探掘場の崖が高くなり・崩壌の危瞼を

’感ずる程度であつた。こ瓦の白色粘土の上部には厚さ約

3mの硬質のものがあり，その下部に白色のバラ粘土が

確実に9m以上の厚さをもつて賦存している。ノ・ソド・

オー頭一にて確認し得られた略々同質の粘土の賦存範囲

1ま，一最少25m×50mであつて，地形及び鉱量等から考

えて最初に稼行に着手するのに便利な所である◎小谷の

白粘土ほ多少クリストバル石及び明馨石を含有している．

が，鉄分が少く，原土のま製でも衛生陶器・化学実験用

磁器等の原料に使用し得られる。

　b．小鳥帽子　嘗つて某軌道会枇が操掘した所であるQ

上部の硬質の部分を掘残して下部の軟質粘土を探掘した

爲に，調査当時は多くの部分が崩壊して粘土層の実態を

確認出来なかつた。然し寧ら操掘跡は北西一南東方向

に20血以上に及び相当量のもめが掘り出されたと予想

される。

　こ』の白粘土は小谷のものよりも鉄分は梢々多いが，

箇軍な手選を行う事によつて小谷に遜色のないものが得

・られるであろう。

　c・湯郷最近まで採掘寄れていた所であるが・2m
程度も掘り下げると蒸気を噴出する爲に熱くて仕事が出

来ず，浅い部分のみを掘つて深部は放置してある。こ』
一
で
は 5m×10mの範囲ぐらいしか白色粘土の存在は確

認出来ないが，更に広範囲に亘つて同質の粘土が存在し

ていると思われる。クリストバル石を極めて多量含有し

ているのが特徴である。

　撮．島津跡（熱o．122一（玄）　調査区域内で最も高温の

蒸気を噴出している所であつて，肯粘土の露出している

のは10m×10m程度の範囲であるが，縄色粘土と共存

　していて，多くの鉱量は期待出来ない。

　e．島津　操掘し得る如き白色粒土は全く認められな

いが，前述の如く良質白色粘土の賦存を予想する事が出

来るから，今後探鉱を行．う必要がある。

　湯郷・島津跡及び島津は何れも蒸気を噴出するので狭

い堅坑式の探掘では高温の爲に到底地下深部に掘り下げ，

る事が出来ず，広範囲に亘る露天掘を行う必要があるα

攻に参考の爲に主なハソド・オーガーの結果を示す。’

　　　　5。鉱物組成及び嶢成試験

　白色粘土はカオリナイトを主威分とし，クリストバル

石・明磐石・硫黄及びルチルを俘つている。

　カ』オリナイトは從来日本で発見されたものの中で最も、

結晶度の高い六角板状の結晶で，関白カオリンのカオリ

ナイト結晶より厚い結晶形を示しており，東京工大素木

洋一助教授の行つた粒度分析試験の結果では1μ以下の

結晶が小谷では12～28％，島津では畦6・9％であると報

告されているo

　クリストバル石は粘土中に少量存在しているのが常で

あるが，添付地質図に示した蒸気を噴出する耳域内に於

ては，その量が塘加する。．特に噴気縮裂め存在する所で

はクゴストバル石の量が多くなり，湯郷の如きに於てはゴ

主成分がクリストバル石でカオリナイトが副成分でみ

、る◎湯郷産粘土の化学成分より分子100分比を算出し・

カオリナイトとクリストバル石の粘土中に於ける重量、

100分麹を示すと亥の如く14％：86％となるo但しこ．

の場合KとSO3の分析が行つてないので，明馨石を一一

鷹考慮外に置いて計算した。

　　　　　第　　　1　　　表

　　　　　　　　　　　　’カオリ　クリスト

Sio2

TlO2

A1203

Fe203

FeO

MgO
CaO
H20（＋）

H：20（一）

Total

Wt％1
87．011

1．86

6．71
0．28・

0．08

0．17

0．06

2．40

0．39

98．96

：M：oL％

14：50

66

133

ナイト

132

66

132

バル石．

1318

　　カオリナイト　0．066×198＝13・06％

　　クリストバル石L318で×60＝79・08％
　上の数字を合計1」oになる橡に計算すると

　　｛　　カオリナイト　　14％
　　　　　　　　　リ　　クリストバル石86％

．明馨石は少量のものが普遍的に含有されている。明馨二

石が精土車に分布している歌態は，粘土を使用する上に

於て重大な問題を提供するもの矯ある。

　硫黄は噴気墾裂附近あ粘土中に晶出しているだけでみ

つて，量は極めて少いQ

　ルチルは他所の粘土に比較して含有量が多く，TiO磐
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑥

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑤

⑯

⑰

0殴　　　N軌21

　　　表土

100

4．00

6．00，

硬質白色粕土，クリス
トバル石を含む

SK．34
白色ネバ粘土（粘性余
り大ならず）稽≧硬質
の小片を部分的に含有
する◎

　　　白色バラ粘土　粘性は

　　弱いが鉄分少く・少量
　　　のクリストバル石を含

　　有している。カオリナ
　　　イトの微晶が多数集合
　　　して，径0．1・》1．O　mm

　　：犬の塊を形成している
　　　ので，粒子が粗い様な
　　　外観を示す。
9．oo

”．oo

　SK31＋
白色粘土，灘分が多く

て粘性が強くなるo

白色ベラ茅占土

1脚下部は極めて硬質とな
　　　り，ハソドオーガFが
1鋤下降しない・
　　　　SK33

⑮

om

1』70

Z20

30G

表　土

No。22

淡紫色粘土，粘性が強

い

代賭色粘土，粘性が強

い　　　　　　⑯
　SK28

代潴色粘土

略00　代蝋色粘土，』積盈蓮色

　　　昧を有する。
珪50

5jo
520
5細

570

11

．③

⑳
　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　④！

　　　　　　　　　　⑳
代縄色粘土，梢々白昧

認鷲欝　　，⑳
淡桃色バラ粘土
淡桃色バラ粘土，下部　⑭

は粘性大となるo

⑧

⑯

、⑰

⑳

⑧

⑳

⑳

⑫

Gm

toO

z3G

、

画

5．oo

5憩

表　土

No．31

硬質白色粘土

稽々硬質のバラ満占土

「　白色バラ粘土で，所々
　に硬質の桃色の縞を含
」んでいるQ

、

・白色粘土で黄色及び桃

色等の縞を含んでいる

紅色粘土

桃色硬質粘土　比重小
　　｛

　　l

　　i
　　i

ス50ヲSK36

　　　白色バラ粘土，硬質の
　　　もの多し。
B湾o

白色ネバ粘土

SK35＋

白色ネバ及び白色バラ
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卵

1．oo

2。OD

z．80

330

4．z5

4．80

表土

No．32

黄褐色硬質粘土，鉄分に
富む。

白色硬質粘土，鉄分少しo

桃色硬質粘土

白色硬質粘土

⑲，

⑲

＠

⑧

離駿難」部は非⑫

　　　　　　　　⑧’
　　　　　　　　⑭
　　　　　　　　㊨

　　　　　　　　㊥

　　　　　　　　⑧

⑧

⑧

1⑭

⑦

＠

四

1．30

表土

No．41，

　淡桃色粘土，白色の原岩の
　構造を残す礫を含んでいる

220白色ネバ粘土，非常に白色
Z45である。

　SK：32Zi95淡桃色粘土，白色の粘‡か

　　ら成る塊状体を含むg

　肯色粘土
3．90

6．50

　　SK28一
繋阜翫絶の麟が㊥

　　淡褐色バシ粘土SK26＋

　　淡褐色バラ粘土であるが色
　　調が梢々強い0

7．50

　　淡褐色バラ粘土で白色斑点
　　を含むQ
　　淡福色バラ粘土であるが，
　　自色昧が強い。SK27＋　・

　　上と同じであるが更に白色
　　昧を壇すo硬質の部分があ
　　るQ
9．50淡黄白色バラ粘土SK28『

　　淡黄白色バラ粘土，下部に
、翻o．行く翠白色に近くなる。

om

表土

層0．42

創灘色バラ拙梢々硬く

　　なるQ先端に白粘土が付い

　　ているQ
鷲a　白色バラ粘土・SK29

5、60　白色バラ粘土，硬質である

が1．0％以上の場合が普通である。

　1叉粘性の強いネパ粘土と粘性の弱いバラ粘土とは鉱物

組威的にほ大した差異は認められないが・・ネバの方が

H：身0（一）が多く・クリスト・ドル石の含有量が少く・且つ

鉄分によつて淡桃色乃至褐色に汚染されている場合が多

、・o

　從来指宿粘土の焼成試験を行つた例は少いのである

・が，最近小倉東洋陶器工場の山田義雄氏が種々の試験を

行って発表して野る。邸ち氏は200目節以下の細粒試料

で小型試験体を製作し，酸化煽でSK6《40に焼成した

ものについて下記に示す如き諸係数を求めている。

小谷陶石と云うのは，未だ母岩の構造を残しているカ

，オリソ化した岩石の事であるo

第 2 表

小谷
白粘土

　〃
　〃
小谷陶石

　〃
　〃

焼成牧縮率

吸水寧
気孔率

焼成牧縮寧

吸水牽
気孔…牽

SK6
　％
0．33

50．54
59。95

±0

64．1i

67．1（）

SK71

　％
1。33

55．09

59．93

十〇．66

6（）．97

65．91

SK8

　％
1，33

54．54
59。65

－0．66i

58。45

65。58

SK9
　％
1。33

54．61

59．26

1．00
57．40

SK10
　、％

2．00

53。05

59．11

2。67
60。56

65・33160・57
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し
ヒ

ヒ

㊥！

⑪

⑦

⑭

⑭

・om・　　No・71

　表土珊　　紅色粘土

郡　白色ネバ粘土，部分的に
tα）　バラを含む

　淡紅色ネバ粘土

紅色ネパ粘土　粘性強し

同上竃SK13

同上
3．zo
2哺　白色バラ粘土
、ノ．）ソ

4、£覇

紅色ネバ粘土

箒鋤猶紛が非㊨

　　　　　　　　　⑯
魏純白ネ粥土SK・9
　　　　　　　　　⑰
　　白色硬質粘土　　　　　　㊥

6．60F

7．50

8如’

10燐

・白色ネバ粘土

自色イくラ粘土，梢々硬質

となるo　SKε6←

白色バラ粘土

⑲

⑳

＠

＠

㊥

⑭

旨

0搬

150

4．5G

6．50

表土

No．81

白色硬質

㊥1

㊥

＠

⑧

濠桃色粘土

　　　　　　　⑲
1一阯

代艶枇母岩の破』⑩

片を含むQ

淡兆琶・孚ネバ粘王

SK34

淡桃色ネバ粘土

＿．⑪
影

Gm

1．00

2．00

3．20

白色ネバ粘土

No．91

表土・

桃色粘土，所々に白粘土
を混ずる。

淡桃色粘土

白色粘土，粘性大

白色バラ粘土

．白色バラ粘土，クリスト

バル石に富む。

SK：一29

白色バラ粘土・

SK34

1G．50　白色バラ粘土・硬くな

10．7σるQ

1叫胤戯白色バラ粘土硬質とな

島津附近に露出しているものは，小谷の粘土よりも微

次色で更に微細粒であるが，一般に耐火度が高く，雫均

SK34ρ》35で粘性も眸いが，焼成呈色に白色のものを得

る事が困難のものが多く，大部分は繭火材原料として使

用すべきであろう。

㊧．化学成分

今回の調査にて採集した代表的試料の分析結果は，第

3表に示す如くであつて，クリストバル石を主成分とす

る鉱石以外は概ねカオリナイトとして矛盾を生じない。

Tio2はルチルから，SO3は明馨石及び遊離硫黄から導

かれたものであるo

この化学成分からSiO2－AI203－lg．1oss（叉はH20（＋）

＋H20（一））の100分比を求め，上記3成分系の等耐火度

線1）と比較してみる・と4，19，202）を除いては例外酌分・

1）　築別・久慈。岩手。岩城。筑豊・賢木及び一勝地塵粘土の化學成分と一

　耐火度とから計算して作成し牝ものであつて，この研究結果に就

　ては後貝酸表する豫定であるo
、2）17はクリスPミル石であるo
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第3表、指宿粘土化学成分及び耐火度表

No，

1

2
3
4
5・

6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

工6

工7

18

19

20

21

22

23

24

2～

26

27

28

区域購i鶏Si・・IAl…ITi・・IFe…

小

谷

小帽
、鴇子

湯

郷

島

津

10

飢

〃

〃

〃

〃

〃

31

〃

〃

〃

〃

〃

〃

41

〃

51

63

81

〃

90

90

90

91

4545、4339。6812・45鼠7・

151．62132．1610．980．38
244．73t31．、glひ．93。．3、

6・54．8329．13　1．5510。32
6154．32

　　30し65　　　　　0．23　　　　，1．37

Mg・ICadNa2・IK2・IH2・＋

η。

ド

10．04

nl．

0．14

1058．1927，33　1．27　0，30

1650，28・33・41　1．71　0．18

2051．3632．62　1．37　0。32

1111器翻：ll俗：ll

2643．8337．71　3．01　0．35　・

2642．8838．91　1三19　0．52

3044：．8136。17　2．86　0．37
　　　　1－
3447・4532・7111・830・27

16289・064・992・149・34

15854．59・26ゼOO　7．82　0．66

379L312・5812・160・17

4082．7110．4q2．580．30

5955．02

6458．48

70

87．01

79．91

50．80

158．25

29，71

28．53

6，71

9．26

29．12

24．90

12i　コ．0751．7019．65
122鵜34．31136．14

13。諮島4且54137f。

・むll津8744．55136145

2gi松ケ窪142・35138・44

1，95

1．75

ユ。86

0。36

1。84

O．64

0。16

0．36

0。36

1．84

0．88　0．88

2．07

3，26

1。06

2．28

14．78

0．35

0．93

2．67

1．87　1．20

0．ユ9

0．06

0，09

n。

n．

0・27

n．

n．

n。

n．

n．

n．

n．

n。

0．17

0．15

n。

n．

n．

0。11

0．11

n◆

l　l
loβ41

／：鋸

朧1

n．

0．14

0．05

0．31

0。31

0，44

n．

n，

0。56

0．23

0．43

琉・一IS・3㎏1・ss… TotaI

0．220．33　1一，3810．30

　11＿1一一　　11．14　0．51
　1
0．1210・559・840．85

0．28

0．08

0．06

0．06

0．09

0．33

0．77

0．75

0．06n．

0．32

0．35

2．10

司

9．99

12．02

12．70

16．87

14．01

14。10

14：．45

1．99

0．91

0．49

0．37

0．60

0。96

1．11

0．56

0．92

0．30

lo．17』、．43

12．47＿

7．68に

2．731＿

2．26

1．63

ス．51

4．29

1．06

0．83

2．31

1．51－

0．19

7．51

n．

n．

12．51

100．20

2．40　0．39

3．87　0．25

11．12，4．06

11．33

14．36

14．69

99．98

97．02

100．47

99184

耐欄分析個所

34

1．41

3。50

0。77

34

33

34一

＿　99，1窪『＿

＿　99．48　＿

＿　 99．03

＿　 98．69

　　99・1636＋
14・351100・6036

－　99・6136
13．71100．68　　35＋

　　gg．3235
－　99・0　27
3．90100．73　　32＋

3．84100．39　　33－

3。74100．09　　26、

0。89　ユ1．22

0．21　10．75

1．41 9．21

99，71

100．46

9996
99．16

99．61

99．06

34

34

29

3．406．6899．0543
9．82に99。9で35

一　　　　　　　・　99．61一

　　　　　｝0・3013・7499・0536
　　　　　199・781

旭硝子（鶴
見研究所）

地　調
東京工大

　，〃

東洋陶羅
（小倉工場）

地　調

　〃
東京工大

　〃
　〃
旭硝子
東京工大

旭、硝子

東京工大

　〃
旭硝子

　〃
　〃

〃

〃

東京工大

　〃

　ケ

旭硝子

〃

東京工大

〃

旭硝子

東京工大

試錐番号90は91の北東方約30mの地点，試料は露頭部より採集した。一探集者　東京工大　岩井津一
耐火度試験は総て旭硝子（鶴見研究駈）に於て行つた。

布を認められない。（第2図）

7．水簸試験

　小谷の白色粘土及びNo．41の淡福色粘土の水簸試験を

行つた結果，次に示す如き実牧率を得た。（第4表）

　小谷の冶色粘土は，元来カオリナイトを主成分として

いてクリストバル石及びルチルを少量俘つている程度で

，あつて，．弛の不純物例えば石英粒ゐ如きものを含有し

1ていないので，精鉱と尾鉱とは鉱物成分的には差異が無

く，只尾鉱の方にはカオリナイト微晶が多数集合して，

『クリストバル石と共に小塊朕を…呈しているものが集つて

い「るに過ぎないo

　小谷産白粘土をそのま玉粉石卒した場合と前表（2）の水

簸物との粒度を計つてみると， 次に示す如くである。

　帥ち水簸物の粒度は大部分100～200目節で，原土を

粉砕したものの大部分は200｛・300目節であるから1），

原土を粉碑してから水簸を行えば，著しい品質の変化な

　1）　粉孫の程度によつて粒度に差異が生ずる事は勿論であるo
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駅・瓢
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第　4　表

・SK2gl

藻押

実牧率（％）
1（・）1ω

原

精

中

尾

鉱「・・・…1・・・…

鉱25・13t20・50

鉱　26・57142・50
鉱48・3・1．3叉・6・

・（3）

／
1／

100．00

36。40

21．曾9

4ユ．61

　ll
◇1爆，ノ

三◇二1剛．
．／　　　豊釜一ρ’ノ

’

Sh35

簾．

＼
40

（1）小谷白色粘士：原土を水中で振鷺

　しただけのものの水簸結果
（2）小谷白色粘土：原‡を爪でつぶし

　たものの水簸結果
’（3）虹号試錐の淡褐色粘土：原土を

　水中にて振量しただけのもののフ藍　・

　簸結果

第　5　表’

粒 則　　　レ　閣　　　　　　　　（2）　（1）　I
　　P　　　l
　　　　－’

5
砲
節 以到629％
5・～…目綱9・t7％
1GG～200目節13L66％
20Q｛’303目舗、5G。05％

　　　　ヒ300’目籟以下12・83％

72．45％

26．05％

1。50％

一13，10SS’3D ZD
Wt．％

10
Al203

（1）原土影拓卒物を鰍別したものρ．

⑫）水簸物を節別したもの。

第　　　2　　　圖

しに実牧率を上げる事ポ出来る。

No．41の粘土は，白色粘土中最も鉄分の多いと思わ

れる淡褐色粘土である。水簸精鉱には褐鉄鉱の極めて細　・

かい微粒を一面に含んだカオリナイト微晶が集り，尾鉱

の方には褐鉄鉱粒を含んだカオリナイト微晶の集つた小

塊と殆んど橡鉄鉱を含まぬクリズトバル石り結晶が残る

ので，却つて尾鉱の方が白色昧が強い。この粘土は褐鉄　　1

鉱粒とカオリ．ナイトとが簡軍な物理的操作では分離出来

ない程度の微粒として存在している爲に，水簸に．よつて

鉄分を除去する事が不可能であるQ

水簸試験を行つた原土・中鉱・精鉱及び尾鉱の化学成分

は…突に示す如くでジあるo（第6表）

第　　6　　表
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3．56・
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8．超書波による破埣試験

指宿粘土は他の粘土と比較して黍一ル・ミルに依る破

檸が困難であ為ので，三菱化成の溝ノロの試験所と協同

で超音波による破埣試験を行つだ。この結果超晋波によ

つて，水に懸濁したカオリナイト結晶（200目節通過のも

の）を破壌する事は出来ないが，－凝集している結晶を個

々に分離する事が可能である事が分つたo然し乍らこの

3　1』、199・65i99・41

li剛灘・繍
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個々に分離した結晶は，乾燥によつて再び凝集してしま

う。

　こめ凝集の機構を2，000倍の．顯微鏡下で鑑察すると，

小結晶が大結晶1）を中心として集合し，斯くして出来た

集合体の中，小さいものが更に大きな集合体を中心とし

て集まり，乾燥後に於ては超晋波を掛けた割合には，微

粒となる傘カミ少い◎

　750dyne／cm3のエネルギルーを有ずる超晋波を6分

間作用させ距結果（B）を，作用させぬもの（A）と比較す

ると次に示す如くであるo

粒子の大きさ（mesh）

　200～300

　300解325

　325以下．

　（A）　　　（B）

44．95％　　　　22．33％

35．82％　　　　54．72％

19．23％　 22．95％

　今後は超膏波の波長の変化と破陣率の関係，乾燥時の

凝集を防ぐ爲脇水に加えるべき零解質の研究及び赤

外線による乾燥方法の研究を続行する予定である。

9．鉱　　量

　本調査が陶磁器用原料としての白色粘土の鉱量算定を

主目的としたものであるから，鉱量算定には出来る限り

正確を期した6粘土の比重は小谷ネバが2．64，小谷バラ

が2・63，湯郷のクリストバル石の多い部分が2・39であ

るから卒均比重を2・50と見倣して計算し，確定鉱量18

万t，推定鉱量60万t，予想鉱量190方t，計268万tの

数値を得た。

　1．確定鑛量
　ハソド・オー．ガーによつて白色粘土の賦存を確認し得

た区域についてのみ計算を行つた。上部に鉄分の多い粘

土が存在して，その下部に白色粘土が存在する場合，試

錐によつて白色粘土の厚さが10cm以上確認されぬ時

は、鉄分の多い粘土中に小扁豆状を呈して存在する白色

粘土と本来の自色粘土鉱体と区別する事が出来ぬので，

総て碓i定鉱量から除外した。又白色粘土鉱体中に不規則

な形で鉄分の多い粘土が存在している事もあるので．こ

1れと相殺する爲にNo．63及びNo．122一（1）を中心と

して存在する白色粘土の鉱量は確定鉱量に加えぬ事にし

允o

1）　電子顯微鏡で鑑察した結集である

　必，最大結晶は1稜の長さ3μの
　六角板肌結晶であるo（右の鴬眞参
　只藁×3，0（｝0）

確定鉱量ぱ確定賦存区域の面積1）に，ハソド・オーガ

ーで確かめた白色粘土の各断面に於ける平均暦厚の李均

と比重を粟じて求めた。

　　21，150（m2）×3・4（切×2・5（》ビ重）＝1・9，775（t）『

　　　　　　　　　　　　　　　　≒1．8×105（t）

　2。推定鑛量・、

　試錐を行つた結果、地下に白色粘土の存在を推定又は

予想し得る区域の面積に，．各断面に於ける最も厚い白色

粘土の層厚の準均と比重を粟じたものから確定鉱量差を

引いたものであるo

　　5壬，000（m2）×5．9（m）×2。5＝＝796，500（t）

　　　796，500（t）一179，775（t）＝616，725（t）．

　　　　　　　　　　　　　≒6。0×105（t）

3・予想鑛量

　予想賦存区域の面積にハンド・オーガーで確認した白

色粘土の最も厚い層厚（9・駐n）の約2倍（20・Om）と腫

を粟じ、これから確定及び推定鉱量を引いたものを予想

鉱量とした◎

54，000（m2）×20（m）×露・5＝2，700，000（t）

2，700，000（t）一〔179，775（t）＋616，725（t）〕

　　　　　　　　＝19903，500（t）

　　　　　　　　≒1。9×106（t）

　調査区域の南西方約2kmの松ケ窪には白色粘土露頭

があり，叉区域内に於てもハソド・オーガーにては諸種

の事情で確かめ得られなかつたが，島津方面に於ては前

述の如く鉄分の多い粘土の6～1Gln以上深部には白色

粘土の潜在する可能性があるo從つて将来探鉱の進捗に

俘つて該方面に白魚粘土の存在が確認されジ鉱箪にも相

懸の壌加が見られるものと思われるo

　島津方面には・現在でも鉄分の多い粘土に混つて粘性

の強い良質の白色粘土が，不規則な形態をした小塊状叉

は脈状を…呈して存在しているが，これのみを操掘するの

は経済的に困難と思われる爲に、上記の鉱量計算からは

除外したo

1⑪．結　　論

　指宿粘土は複輝石安山岩叉は安山岩質凝次岩が低温の

熱水作用を蒙つて，生成されたカオリナイトを主とする

白色粘土であつて，クリストバル石・明馨石・ルチル等を

俘つているが，小谷鮒近より産出するものは鉄分及びチ

タソ分が割合に少く，白色陶磁暴ゐ原料とし七使用し径

1）　小谷，湯郷等を含む部分だけの面積であつてNo・63，No・122一

　（1）を中心とし覧ものは加え鷺いg
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るものと認められ，その用途に供せられるものの鉱量

は，今回調査した範囲丙だけで約60万tと推定し得るQ

然し稽々鉄分に富む爲に白色陶磁暴原料としては利用出

来な、・が，耐火度SK33～36に蓬するものが広範囲に

発蓬している。更に最近九州の某耐火煉亙製造会祉で，

筑豊産のボタ・シヤモットに指宿粘土を混合して「焼しま

り」の非常に良好な煉瓦を得たと云う情報もあるから，

翠に陶磁器原料としてばかりでなぐ，耐火煉瓦原料とし

ての利用方法を考究すべきであろう。

　耐火煉瓦原料としての鉱量は轟らぐも000万tの桁に

達するであろうと思われるo（昭和25年2月調査）
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